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Press Release 
2020年 3月 26日 

報道関係各位 
日立キャピタル株式会社 

横河電機株式会社 
アムニモ株式会社 

 
日立キャピタル、横河電機、アムニモが IIoT分野における包括連携協定を締結 
IIoT ソリューションを生かした設備状況などの可視化で、お客様の課題解決を図る 

 
日立キャピタル株式会社(本社︓東京都港区、執行役社長兼 CEO︓川部 誠治)と横河電機株式会社(本社︓東京都

武蔵野市、代表取締役社長︓奈良 寿)、横河電機の子会社であるアムニモ株式会社(本社︓東京都武蔵野市、代表取締
役社長︓谷口 功一)の３社は、このたび、各社の有する技術や、ノウハウ、リース設備に、産業向け IoT(Industrial IoT 
(IIoT))を付加した新たなサービスの提供を図るべく、3月 25日、包括連携協定を締結しました。 

3社は、3月 26日より、お客様の課題、ニーズを踏まえたサービスの実現に向けた PoC(Proof of Concept、概念実証)を
開始します。 
 
【今回の包括連携協定の概要】  
近年、ネットワーク技術の進歩や大容量データ通信の低コスト化などを背景に、製造現場における IIoT の活用環境が整備さ

れ、それらを用いた生産性の向上、サービスの高付加価値化に向けた取り組みが加速しつつあります。その一方で、IIoT のさらな
る普及に向けては、その有用性の担保や組織における専門人財の不足などが大きな課題となっています。 
 
このような状況を踏まえ、日立キャピタル、横河電機、アムニモの 3社は、国内の製造 現場における課題の可視化から、適切

な IIoT デバイスの提案･導入、分析結果を用いたコンサルティング、ファイナンスまでを含めた包括的なサービスを通じて、お客様
のニーズに応えるべく、包括連携協定を締結しました。日立キャピタルが提供するリース設備に、横河電機の子会社であるアムニ
モが提供するデータ測定に特化した IIoT サービスを組み合わせることで、稼働状況のデータ計測や効率的な使用方法のコンサ
ルティングなど、高付加価値サービスの提供を図ります。日立キャピタルの製品知識を生かしたファイナンス機能、横河電機が提供
する高信頼の IIoT アーキテクチャ、アムニモのメーカーを限定しない IIoT ソリューションに関する提案力など 3社の強みを生かし、
幅広い業種のお客様に対して、包括的かつ柔軟な提案を行います。なお、日立キャピタルは計測データを活用したコンサルティン
グ、アムニモはデバイス領域からクラウド領域までを統合した運用環境を提供するとともに、デバイスから取得したデータの管理･運
用を担当します。 
 
また、3社は、3月 26日より、サービスの PoC を実施、製造分野などにおける日立キャピタルのリース設備に、アムニモの IIoT

デバイスを付加することで、リース設備における稼働状況の可視化、それらを活用したサービスの実効性などの検証を行います。 
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さらに、データ分析に関しては、お客様の課題や取得したデータの種類に応じて、日立グループをはじめとするパートナーとの連携も
予定しています。本格的なサービス開始は 2020年度内をめざしており、将来的には、海外展開も視野に入れています。 
日立キャピタル、横河電機、アムニモの 3社は、リース設備の稼働状況などをはじめとする取得データの利活用やそのコンサルテ

ィングを通じて、お客様の課題解決に貢献していきます。 
 
【今回の PoCの概要】 
日立キャピタルが提供するリース設備にアムニモのデバイスを付加、その稼働状況や環境情報の可視化を通じて、お客様の課

題解決に貢献します。今回のおもな取組みは以下のとおりです。 
①デジタルサイネージに動態モニタリングセンサを付加することで、閲覧者の人数計算や動線監視を実施。その分析結果を踏まえ、
お客様のマーケティング活動などを支援します。 
②射出成形機*に IIoT デバイスを付加することで、金型の温度監視などを実施。 
温度と生産高との関係などの分析を踏まえ、お客様の生産性向上などを支援します。 
 *プラスチック製品を成形する工作機器 
 
【各社の概要】 
・日立キャピタル株式会社 
日立キャピタルは、｢社会価値創造企業｣を経営方針に、グローバルにて SDGs を基点とした社会課題の解決と企業としての

持続的な成長の両立を図ります。｢2019～2021 年度中期経営計画｣では、｢環境・エネルギー｣｢モビリティ｣｢ライフ｣｢販売金
融｣を重点事業に設定、これらの分野において、金融のみならず、サービスや事業化、ならびにそれらを組み合わせた新しい価値
を提供することで、社会課題の解決に貢献します。 
詳しくは、日立キャピタルのウェブサイトをご覧ください。(https://www.hitachi-capital.co.jp/) 
 
・横河電機株式会社 
 YOKOGAWA グループは、1915 年の創立以来、計測、制御、情報の技術を軸に、最先端の製品やソリューションを産業界
に提供し、社会の発展に貢献しています。制御事業では、石油、ガス、化学、電力、鉄鋼、紙パルプ、薬品、食品などさまざまな
産業の発展を支え、ライフイノベーション事業では、医薬品・食品産業のバリューチェーン全体での生産性革命をめざしています。
計測事業や航機その他事業では、業界をリードする高精度、高信頼の製品を提供しており、グループ会社は世界 60か国 113
社に及びます。 
 
・アムニモ株式会社 
 横河電機の子会社で、2018 年 5 月に発足しました。IIoT アーキテクチャを活用し、｢測る｣｢つなげる｣｢活用する｣という目的
のために必要な IoT 通信機器や通信網、クラウドの基本機器を、システム構築することなく容易に活用できるサービスを、
Measurement as a Service(MaaS)として提供しています。 
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＊本文中で使用されている会社名、団体名、商品名等は、 日立キャピタル株式会社、 横河電機株式会社 、アムニモ株
式会社、各社または各団体の登録商標または商標です。 
 

 
 
  

●本プレスリリースに関するお問い合わせ先︓ 
日立キャピタル株式会社 

経営企画部 ブランドコミュニケーショングループ（担当︓伊藤） 
〒105-0003 東京都港区西新橋一丁目 3番 1号 

TEL：03-3503-2118  
 

横河電機株式会社 
コミュニケーション統括センター広報室（担当︓二見） 

〒180-8750 東京都武蔵野市中町 2-9-32 
TEL︓0422-52-5530 FAX︓0422-55-6492 

 
アムニモ株式会社 

広報（担当︓鈴木、市川） 
〒180-8750 東京都武蔵野市中町 2-9-32 

TEL︓0422-52-6779  
 


